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豊
か
さ
と
心
の
や
す
ら
ぎ
を
、
生
活
の
中
に
求
め
る
時
代
に
あ
っ
て
、
生

活
環
境
の
整
備
は
、
菫
要
な
施
策
の
一
つ
で
す
。

当
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
が
安
心
し
て
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

生
活
関
連
施
設
の
充
実
と
、
秩
序
あ
る
都
市
機
能
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
五
十
九
年
度
の
主
な
事
業
と
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。
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住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

人
間
優
先
の
生
活
環
境
の
整
備

ｌ
〈
重
点
施
策
の
一
つ
〉
Ｉ

１
道
路
交
通
の
安
全
確
保
・
生
活
環
境

藷
の
整
備
・
道
路
及
び
橋
梁
の
維
持
管
理

鋤
の
充
実
を
図
る
た
め
、
第
九
次
道
路
整

龍
傭
五
か
年
計
画
に
基
づ
い
て
、
国
の
制

く業
度
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
次
の

事
よ
う
な
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

几
又擁
○
道
路
改
良
事
業

装
市
道
四
八
号
線
（
福
平
！
↓
桑
作
）

舗
延
長
五
○
○
ｍ
・
市
道
六
一
号
線
（
上

手
綱
堀
の
内
～
森
林
公
園
）
の
用
地
買

収
・
市
道
二
四
号
線
（
下
大
能
～
上

君
田
）
延
長
五
九
○
ｍ
〔
以
上
三
路

道
路
整
備鋤

）

円
円

恥
叩
一
千
千

、
３
１万万３７８３３５Ｊｊ

５
４
億
億
３
３

１

楚
備
楯
臓
土
消
◇
◇

線
Ⅱ
前
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
〕
そ
の

外
、
十
一
路
線
が
改
良
さ
れ
ま
す
。

○
舗
装
新
設
事
業

市
道
三
八
号
線
（
安
良
川
地
内
）

延
長
三
五
○
ｍ
・
市
道
二
四
号
線
（
下

大
能
！
ｊ
上
君
田
）
延
長
六
五
○
ｍ
・
市

道
一
二
五
号
線
（
横
川
～
大
金
田
）

延
長
一
五
六
六
ｍ
・
市
道
五
九
号
線
（
和

野
）
延
長
一
四
○
ｍ
、
そ
の
外
五
路
線

が
舗
装
新
設
さ
れ
ま
す
。
〔
市
直
営
事

業
Ⅱ
舗
装
工
事
八
路
線
予
定
〕

○
災
害
防
除
事
業

こ
の
事
業
は
、
崖
崩
等
を
防
ぐ
目
的

で
、
国
の
補
助
を
受
け
て
実
施
さ
れ
る

も
の
で
、
今
年
度
は
市
道
三
八
号
線

（
島
名
鏡
神
社
～
七
曲
り
）
が
施
工
さ

れ
ま
す
。

○
側
溝
排
水
路
事
業

市
道
十
一
・
十
二
号
線
（
春
日
町
）

延
長
四
八
○
ｍ
、
そ
の
外
三
路
線
が

整
備
さ
れ
ま
す
。

○
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

登
・
下
校
時
の
児
童
・
生
徒
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
前
年
度
に
引
き

続
き
市
道
六
○
号
線
（
秋
山
中
学
校
～

和
野
）
に
、
今
年
度
完
成
を
目
指
し
歩

道
を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
安
全
施
設
と
し
て
反
射
鏡
・

警
戒
標
識
な
ど
四
三
基
の
設
置
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

準
用
河
川
と
し
て
、
指
定
さ
れ
て
い

る
次
の
二
河
川
を
、
国
の
制
度
を
活
用

し
て
、
氾
濫
防
止
と
土
地
の
保
全
を
図

る
た
め
、
前
年
度
に
引
き
続
き
改
修
し

ま
す
。

○
境
川
（
安
良
川
）
延
長
八
○
ｍ

ｏ
谷
川
（
高
戸
）
改
修
の
用
地
買
収

市
営
住
宅

の
建
設

市
営
住
宅
の
建
設
は
、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
人
が
安
い
家
賃
で
入
居
で
き
る

（
）

一

改
修

可
Ⅱ

、
、
〃
〃
■
Ⅱ
ｊ
〃

河川改修（境川）

認
識
鰯
逮
錘
舜
》
織
霊
函
罐

よ
う
国
の
補
助
を
う
け
て
行
わ
れ
て
い
くぺ

ま
す
。住
宅
建
設
は
、
昭
和
三
十
年
か
ら
始

ま
り
、
（
四
十
年
ま
で
は
木
造
平
家
建
）

そ
の
後
、
簡
易
耐
火
一
・
二
階
建
四
謡

十
九
年
以
降
は
、
中
層
耐
火
住
宅
へ
と
科

年
々
良
質
な
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
き
ま

雪
フ

し
た
。
よ
せ

ま
た
、
当
初
建
設
さ
れ
た
木
造
住
宅
さ

は
老
朽
化
の
た
め
、
建
替
計
画
に
基
づ
鋤

き
五
十
五
年
度
か
ら
、
中
層
住
宅
に
建

て
替
え
、
質
量
的
に
良
好
な
住
宅
の
建

設
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

五
十
八
年
度
末
で
、
八
団
地
、
管
理

戸
数
五
五
一
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
住
宅
需
要
に
応
じ
き
れ
な
い
の
が

現
状
で
す
。

五
十
九
年
度
は
、
高
浜
団
地
に
近
代

的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
五
階
建
一
棟

三
○
戸
・
高
浜
第
二
団
地
に
四
階
建
一

棟
一
六
戸
、
合
計
四
六
戸
を
建
設
し
ま

、
｛
ｑ
／
０

市営住宅（高浜町）
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◎
雨
水
災
害
等
の
発
生
要
因
が
あ
る
。

○
無
秩
序
な
住
宅
の
建
築

○
排
水
処
理
の
困
難

◎
道
路
が
狭
い
。

○
緊
急
自
動
車
が
入
れ
な
い
。

○
通
園
通
学
が
あ
ぶ
な
い
。

◎
児
童
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
が
少

な
い
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
早
急
に
公

共
施
設
を
整
備
し
、
土
地
利
用
の
増
進

を
図
り
、
良
好
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り

を
す
る
た
め
、
公
共
団
体
施
行
に
よ
る

土
地
区
画
整
理
を
計
画
し
昭
和
銘
年
度

事
業
施
行
区
域
は
、
駅
前
の
既
成
市

街
地
に
接
し
て
い
な
が
ら
、
次
の
よ
う

な
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
庁
舎

の
建
設

五
十
八
年
度
か
ら
二
か
年
の
継
続
事

業
と
し
て
、
建
設
中
の
高
萩
市
・
十
王

町
西
側
の
土
地
区
画

整
理
事
業

》

町
事
務
組
合
消
防
本
部
庁
舎
は
、
順
調

に
工
事
が
進
み
、
現
在
内
装
・
外
構
工

事
中
で
、
八
月
二
十
日
の
完
成
を
め
ざ

串
し
て
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

土
完
成
す
る
と
、
消
防
本
部
・
高
萩
消

防
署
・
事
務
組
合
が
移
転
し
ま
す
。

舎
こ
の
庁
舎
は
、
近
代
的
消
防
・
救
急

庁
指
令
装
置
、
室
内
体
育
室
・
十
七
ｍ
の

３輯
訓
練
塔
を
備
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施

防
設
・
設
備
を
充
分
に
活
用
し
た
、
火
災

肖か
予
防
や
救
急
業
務
が
行
わ
れ
ま
す
。

雄
◎
庁
舎
建
設
の
概
要

成
○
建
設
場
所
東
本
町
三
～
十
一

百
元

（
警
察
署
跡
地
）

○
敷
地
面
積
約
三
、
三
○
○
㎡

国
庫
補
助
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

本
年
度
は
、
換
地
設
計
の
準
備
及
び

仮
換
地
設
計
と
、
区
域
内
の
地
権
者
か

巾
ら
土
地
区
画
整
理
審
議
委
員
八
名
（
土

７
地
所
有
者
か
ら
六
名
借
地
権
者
か
ら
二

名
）
を
選
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

○
総
事
業
費
二
一
億
三
千
百
万
円

○
施
行
区
域

一
九
・
二
肥
（
市
民
体
育
館
前
～
玉
川
）

○
宅
地
整
地
整
備

造
成
は
、
道
路
計
画
既
存
宅
地
の
高
さ

少
等
を
配
慮
し
て
低
地
（
田
畑
）
は
全
面

盛
土
し
整
地
を
お
こ
な
い
ま
す
。

公
○
公
園
整
備

煙
公
園
は
二
か
所
計
画
し
ま
す
。

リ
地
区
の
北
東
に
予
定
す
る
公
園
（
面
積

る
八
、
八
○
○
㎡
）
は
地
区
住
民
の
レ
ク
リ

度
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
と
し
て
の
施
設

○
美
し
い
自
然
と
快
適
な

生
活
環
境
の
確
保
を
め
ざ
し
て

下
水
道
は
、
海
や
川
な
ど
自
然
環
境

を
汚
染
か
ら
守
り
、
私
た
ち
が
衛
生
的

で
快
適
な
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

を
配
置
し
上
流
地
域
の
雨
水
を
集
水
す

る
調
整
池
の
機
能
を
兼
ね
ま
す
。
地
区

の
南
西
に
予
定
す
る
公
園
（
面
積
一
、

○
○
○
ぽ
）
は
児
童
が
遊
べ
る
施
設
を

配
置
し
ま
す
。

○
都
市
下
水
路
・
排
水
路
整
備

都
市
計
画
道
路
の
下
に
都
市
下
水
路

排
水
路
四
八
○
ｍ
を
設
置
し
地
区
内
の

排
水
を
容
易
に
し
ま
す
。

○
庁
舎
規
模
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階

建
約
一
、
二
六
一
㎡

○
訓
練
塔

Ａ
塔
高
さ
一
七
ｍ

Ｂ
塔
高
さ
七
ｍ

ｏ
総
工
費
二
億
四
、
一
三
四
万
二
千
円

一
「
一

下
水
道
で
築
く

文
化
都
市

○
ｍ
と
、
市
道
５
号
線
下
に

当
市
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
日
立

市
、
十
王
町
と
事
務
組
合
を
つ
く
り
、

下
水
道
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
管
渠
工
事
に
加
え
、
下

水
道
の
中
核
と
な
る
終
末
処
理
場
の
建

設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

三
三
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
三
一
一
一
一
三
三
一
一
一
二
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
三
三
三
一
三
三
一
一
一
三
一
一
一
三
需

○
道
路
整
備

道
路
は
市
街
地
形
成
の
基
本
と
な
る
Ⅲ

都
市
計
画
道
路
３
本
（
幅
員
岬
～
が
）
‐Ⅱ

を
軸
と
し
、
安
全
性
を
考
慮
し
て
区
画
Ⅲ

道
路
（
幅
員
ｗ
Ｌ
鯉
）
を
適
正
に
配
置
Ⅲ

し
、
全
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と
し
Ⅲ

て
、
道
路
と
宅
地
の
排
水
が
容
易
に
で
Ⅲ

き
る
よ
う
側
溝
も
含
め
整
備
を
お
こ
な
川

い
ま
す
。
Ⅱ

11111111Illllll
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｢住む人の熱意が伸ばす下水道」

驫
織
韓
潮
認
燕
瀞

:

吋蕊吋蕊

~蝿~蝿
ｰ

認｡ ､，ヤ 蕊
蝿蕊;蕊電
電

蒋噂
摩

博灘
蝦
ざ
ご
や

零
風
車
宙

鍔〆

薮

蕊 ';ミ
；穀紳
惑篭

駕職,識，戯洋←… '

蕊識欝製
慰

l l l l l l l lIl l l l l l l l l lⅡl l l l l l l ll l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l ' ' ' 1 ll l l l l l l l lIlI l l l l l l l l l l l I l l l l l l l l l l l l 1Ⅱl l l l l I1

蕊
ざ

鶴
乳熟ふ蕊鷆

日
立
・
高
萩
・
十
王

広
域
下
水
道
組
合

五
十
九
年
度

一
般
会
計
予
算

Ｕ
ｗ
皿

騨蝉

鳴顎

§

塞
舜
》
識
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現在、進めている6号国道沿い

の高萩幹線管渠築造工事

（推進工）
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＝ 》靜壷壱一

一
報
告
関
係

○
高
萩
市
住
宅
公
社
の
経
営
を
説
明
す

る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て

一
○
高
萩
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
を
説

一
明
す
る
耆
類
の
提
出
に
つ
い
て

土木費と消防費の内訳鳶3

昭
和
五
十
九
年
第
二
回
高
萩
市
議
会

定
例
会
は
、
六
月
十
八
日
開
会
し
五
日

間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、
二
十
二

日
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件

は
、
報
告
３
件
、
議
案
５
件
で
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
受
理
、
承
認
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

｛
小 （当初予算額）

◇土木費 13億5,SBS万3千円

会
だ
よ
り

（
六
月
定
例
会
）

土木一般のために使うお金

7， 122万3千円 5．3％

道路橋梁のために使うお金

4億6，432万3千円 34．3％

O道路橋梁維持管理のために

3．247万7千円 (7.0%)

○道路橋梁新設改良のために

3億9，567万9千円（85－2％）

○交通安全施設整備のために

3，616万7千円 （7．8％）

河川のために使うお金

4，834万円 3．6％

都市計画のために使うお金

3億 535万1千円 22．5％

○都市計画一般のために

2 ， 902万2千円 （9－5％）

○土地区画整理のために

6，267万円 （20．5％）

○街路事業のために

3 ， 381万1千円(11 ．1%)

○都市下水路のために

6．424万円 （21 ．0％）

○公共下水道のために

1億 886万7千円（35．7％）

○公厭|のために

639万円 （2．1％）

○住居表示のために

35万1千円 （0．1％）

住宅のために使うお金

4億6，459万6千円 34．3％

○住宅維持管理のために

2，249万8千円 （4．8％）

○住宅建替事業のために

4億4，209万8千円（95－2％）

条
例
関
係

○
高
萩
市
文
化
会
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て※
文
化
会
館
の
使
用
料
の
一
部
改
正

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）

予
算
関
係

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

※
地
方
自
治
法
第
二
四
三
条
の
三
第

二
項
に
基
づ
く
経
営
状
況
を
説
明
す

る
書
類
の
提
出
。

〕
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

※
林
道
（
渕
の
上
線
）
開
設
事
業
。

市
道
四
八
号
線
・
一
○
九
号
線
道
路

改
良
事
業
、
市
道
四
六
○
号
線
道
路

舗
装
事
業
の
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算

書
の
報
告
。

〔
【

I
Ⅳ

（
）

§

ｆ
ｌ
ｉ

そ
の
他

○
県
営
土
地
改
良
事
業
（
県
北
東
部
広

域
農
道
整
備
事
業
）
実
施
主
体
の
変

更
及
び
費
用
負
担
に
つ
い
て

※
県
営
土
地
改
良
事
業
の
一
部
の
区

間
を
、
農
用
地
開
発
公
団
事
業
で
施

行
す
る
こ
と
に
よ
る
費
用
負
担
の
決

｛
疋
。

○
高
萩
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

※
市
道
五
八
一
号
線
の
認
定
。

一
般
質
問
の
要
旨

○
松
く
い
虫
防
除
薬
散
被
害
養
蚕
農
家

へ
の
市
の
対
策
に
つ
い
て

○
松
岡
幼
稚
園
の
今
後
の
考
え
方

○
手
綱
工
業
団
地
進
入
路
に
つ
い
て

○
産
業
祭
に
つ
い
て

○
高
浜
町
市
道
路
に
つ
い
て

○
公
害
問
題
に
つ
い
て
（
二
件
）

○
市
職
貝
の
処
分
問
題
に
つ
い
て

○
使
用
済
乾
電
池
回
収
に
つ
い
て

○
地
磁
気
観
測
所
に
つ
い
て
（
二
件
）

＃
ｔ
ト
ー

）
〃

○
市
有
地
の
貸
付
及
び
処
分
に
つ
い
て

○
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
貸
付
制
度
に

つ
い
て

○
学
校
給
食
費
に
つ
い
て

○
県
道
高
萩
・
大
子
線
に
つ
い
て

○
学
区
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
書
審
議
結
果

■
採
択
と
な
っ
た
も
の

○
社
会
保
険
関
係
行
政
事
務
の
県
移
譲

と
職
員
の
身
分
の
地
方
移
管
に
関
す

る
意
見
書
提
出
方
の
請
願

■
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
民
間
林
業
労
働
者
の
雇
用
安
定
・
労

働
条
件
等
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

○
外
国
人
登
録
法
（
指
紋
押
捺
な
ど
）

の
是
正
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
陳
情

○
医
療
保
険
の
抜
本
改
悪
に
反
対
し
、

そ
の
充
実
改
善
を
求
め
る
政
府
へ
の

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情Ｉ

I
別

；

（
》

ﾕ

◇消防費 3億4,53ア万1千円

消防のために使うお金

3億3， 942万1千円 98．3％

○常備消防のために

3億1 ，433万5千円（92－6％）

○非常備消防のために

1 ， 966万円 （5．8％）

○梢|坊施設整備のために

542万6千円 (1.6%)

災害対策のために使うお金

595万円 1 ．7％

p

上！ 決
議
を
し
た
も
の

○
公
共
投
資
規
模
の
拡
大
に
関
す
る
決

議
案
の
提
出
に
つ
い
て

○
昭
和
六
○
年
度
治
水
関
係
予
算
に
関

す
る
決
議
案
の
提
出
に
つ
い
て

○
韓
国
米
の
輸
入
に
断
固
反
対
し
、
水

田
利
用
再
編
第
三
期
対
策
の
み
な
お

し
、
米
・
麦
価
の
引
き
上
げ
等
に
よ

る
稲
作
農
家
を
守
る
決
議
案
の
提
出

に
つ
い
て

○
電
々
公
社
制
度
改
革
に
関
す
る

を
求
め
る
請
願

意
見
害
案
に
つ
い
て

一

○
社
会
保
険
関
係
行
政
事
務
の
県
移
譲
一一

と
職
員
の
身
分
の
地
方
移
管
に
関
す

る
意
見
書
案
の
提
出
に
つ
い
て

（
議
会
事
務
局
）
一

一
私
立
学
校
の
学
費
値
上
げ
を
お

る
た
め
私
学
助
成
制
度
の
新
設

め
る
請
願I

： …
ｎ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

基
」
、
え

也
悠
彗
載

を
求
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